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社会情勢が変わればボランティア活動も変わる
生涯学習ボランティアグループ　ヤッホーの会会長　　大石　貴志子

　平成８・９年に開催された県主権「ボランティア活動
入門・ボランティアコーディネーター養成講座」の受講
生が、更なる学習と活動を目指して平成９年にヤッホー
の会を設立しました。
　生涯学習ボランティア活動の指針を“時の社会情勢の
中で地域住民の生活に関する課題は何か”として取り上
げ、それぞれの専門分野の方と研修を重ね、学んだこと
を各地域に還元することと、地域の生涯学習の支援やボ
ランティア活動の推進を会のねらいとしました。
　また、変貌する社会情勢の中で今後ますますボラン
ティア活動の必要性を実感し、秋田県内のボランティア
活動の状況と、次世代の育成についてどう取り組んでい
るかを知ることも必要であると感じました。

　平成１２年には、秋田県内の生涯学習ボランティア活動に関する教育委員会・公民館等の取組の実態を調査
しました。また、１５年には秋田県内小・中学校で行っているボランティア学習やボランティア体験について
の調査を全県の学校に行いました。いずれも調査結果のまとめと分析をし、今後のボランティア活動の在り方
について県民のみなさんと共に研修をしました。またこの時期には、高校生を対象に「青少年のためのボラン
ティア講座」や「生涯学習ボランティア活動」の講座を開催しました。その結果、ボランティア活動への参加
者も増えてきました。
　時が変わり現在、超高齢化・少子化・総人口の減少・福祉介護等の課題が山積し、地域住民も健康長寿に関
心が深まり、そのニーズに添ってのボランティア活動となりました。
　２４年１０月には、角館交流センターで「薬の出来るまで・毒も薬・薬も毒」と題した講座（講師：元昭和
医療技術専門学校講師・理学博士　湊貞正氏）を開催し、続いて２５年９月「上手な診断の受け方」として県
生涯学習センターでも湊貞正氏の講座を開催しました。参加者からは多くの質問が出され、健康長寿に関する
関心度の高さが感じられました。
　さらに２６年７月２７日、県生涯学習センターで「人と人のつながりを考える～ボランティアPart２～」と
題した講座（講師：秋田大学大学院准教授　佐々木久長氏）を開催しました。福祉・介護分野の人材確保や高
齢化社会の生活保障の補助としてのボランティア活動の在り方について、参加者からたくさんの意見や質問を
頂きました。
　ヤッホーの会では今後ますます必要とされるボラン
ティア活動について、変貌する社会情勢を見極め、ニー
ズに添った活動を心掛けていきたいと思います。
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まなびサポート秋田
http://lifelong.akita-kenmin.jp/

秋田県生涯学習センターWebサイト
http://www.pref.akita.lg.jp/lifelong/

行動人Webサイト
http://lifelong.akita-kenmin/koudoubito/

「横手市社会教育委員の会」の活動について
横手市社会教育委員の会　委員長　　中安　則光

　横手市の社会教育委員は、合併前の８市町村からそれぞれ２名（男性１名、
女性１名）、小・中学校の先生方の代表２名、そして学識経験者３名の
２１人が委嘱されていて、公民館運営審議会委員も兼ねて活動をしています。
　横手市・平鹿郡当時から、社会教育委員の会、生涯学習奨励員協議会、公民
館連絡協議会、社会教育主事等協議会の四団体が合同の研修会を開催してお
り、情報の共有を図りながら、地域一体となって社会教育の推進を図ってきま
した。

  このような取り組みは合併後も継続され、社会教育関係者が一堂に会しての
研修会は社会教育の発展に大きな力となっています。

　合併後、市では合併前の市町村ごとに「生涯学習センター」を設置しており、それぞれの地区の生涯学習推進の拠
点として、センター自体の活動の展開と共に、公民館活動の共催や学習者の支援など、多岐にわたる事業内容で先導
的役割を担っています。毎月発行される「センター報」も各種事業の周知に大きな役割を果たしていますし、近年
は、近隣のセンターとの共催事業を増やし似通った事業の一本化や参加者の増加にも努めています。
　今年度は、合併後の第２次生涯学習推進計画の３年目の実践をしています。年次計画を確実に実行していくため
に、第１次推進計画の時から「評価委員会」が設置されており実際に事業の
現場に出向いて評価をしてもらっています。ここでの評価は社会教育委員会
議で報告され、生涯学習センターからの活動報告と合わせ、社会教育委員の
会が全市の生涯学習活動に気配りできる仕組みとなっています。
　市では公民館の交流センター化と指定管理者制度の導入を進めており、こ
れまでの公民館との違いがどのように出てくるか、注視していかなければな
りません。
　同時に社会教育委員のあり方も変わってくるものと思われ、今後の社会教
育の推進に向けて、どのような方向性を持てば良いのかも重要な課題となっ
てくると考えています。

個性を生かした奨励員活動
上小阿仁村生涯学習奨励員協議会　会長　　齊藤　進

　当協議会は、お隣の北秋田市と北秋地区生涯学習奨励員協議会を組織しており、大半の活動を合同で実施しており
ます。
　毎年“地区研究大会”と“大人と子どもの生涯学習サポートＤＡＹ事業”を主となる事業として位置付け、活動を
行って参りました。協議会内の奨励員は個性豊かで様々な特技や趣味を持っておりますので、それらを地域の大人や
子どもへ伝えることのできるような事業を実施しております。
　昨年度のサポートＤＡＹ事業では、協議会奨励員の中にいるお茶の先生を講師として子ども茶道教室を開催しまし
た。茶道教室とはいっても1日限りのものですので、あまり堅苦しくせず気軽にお茶を楽しめるような内容です。当
日は多くの保育園児や小学生の参加があり、最初は会場の雰囲気に緊張した様子でしたが、お茶が出されると、講師
の作法を真似しながらリラックスした様子でお茶を楽しんでおりました。また、参加した奨励員の中にも茶道初体験
の方が多く、子どもたちと一緒に作法について学ぶことが出来ました。
　このように決して大きな事業ではありませんが、普段はあまり体験しないような活動に挑戦するきっかけ作りがで
きるような内容になっております。
これまでにも茶道の他、料理教室や
昔あそび体験などの事業を実施して
きました。当協議会には写真、山野
草、山歩き、川遊び、太鼓などまだ
まだ多くの達人がおります。今後も
奨励員の特技を生かし、地域住民へ
伝えるとともに、奨励員自身も共に
学ぶことができる楽しい活動となる
よう努力したいと思います。
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